
【卒業生代表答辞（※抜粋）】 

 春に入り、桜の蕾は新たな希望をふくらませています。私たち見崎中学校卒業生４８名

は、この見崎中学校を旅立つこととなりました。時が経つのは本当に早く、私たちが入学

して３年が経ち、あの日の日常がとても懐かしく感じられます。･･･ 

また、今日という日にここまでたどり着くことができたのは、家族が１５年間私たちを

見守ってくれたおかげです。苦しいことや辛いことがあっても、決して一人ではありませ

んでした。どんなときも一緒にいてくれたことに、心から感謝しています。本当にありが

とうございました。 

 最後に、３年間を共にし、今日卒業するみんな。今日までの一日一日の思い出は、大人

になっても大きな財産になると思います。これまでに苦しいことや辛いことをたくさん経

験してきたと思いますが、苦しみ抜いたからこそ強くなることができました。･･･ 

 私たちは今日ここで別れ、それぞれの夢に向かって

歩んでいくと思います。私は見崎中学校に入学して、

みんなと出会えて本当に良かったです。本当にありが

とうございました。これまでに楽しんだ３年間を絶対

に忘れないでください。そして、私たちのふるさとは

この見崎中学校であることを忘れないでください。 

 これを別れの言葉とします。 

 令和６年３月８日 卒業生代表 古賀 來希 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見崎中学校 学校だより 
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内田 進 

自主創造：積極的に学び、生き方を創り出す 

着実勤勉：働く大切さ・喜びを知り、責任を果たす 

融和協同：自他を大切にし、協力して成し遂げる 

【在校生代表送辞（※抜粋）】 

 瞳を閉じれば、先輩方と過ごした２年間のことが、懐かしく思いだされます。先輩方は

新型コロナウィルスの影響により、大切な時間を多く失ってしまったことでしょう。しか

しそのような中でも、目の前のことに一生懸命に取り組まれ、私達にたくましい背中をた

くさん見せてくださいました。その姿は、私達在校生にとって、常に憧れの的でした。 

・・・見崎中学校は、みさき学園となっても変わることのない皆さんのふるさとです。

いつでも顔を見せにきてください。私達は先輩方をいつまでも応援しています。・・・ 

令和６年３月８日 在校生代表 堀下 朔良 

 ３月８日（金）、令和５年度第７３回卒業証書授与式を行いました。昨年度までと異なり、

今年度は来賓（地域の方々等）にもご臨席いただき、卒業生の門出を祝っていただきました。 

「制約をチャンスに変える。」という言葉を、式の中で卒業生に伝えました。この言葉は、

見崎中出身のコピーライター堤 藤成（つつみ ふじなり）さんが、その著書で述べられてい

る言葉です。「制約があるからこそ工夫が生まれ、逆に制約が味方し、夢が実現していく。」

卒業生の皆さんが、今後の人生で「制約をチャンスに変える。」ことを願っています。 

令和５年度 第７３回卒業証書授与式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ約１年後には、義務教育学校「八女市立みさき学園」が開校となります。現在、

川崎小、忠見小と一緒に教育課程の作成作業に入っています。９ヵ年を通して子どもたち

を育てる義務教育学校の利点を活かし、様々な教育活動を行っていきたいと考えています。 

まず、来年度はその先駆けとして以下の取組を行います。文書でお知らせしていました

が、再度、その趣旨をご承知ください。 

 

 

 

 今年度の「全国学力・学習状況調査結果（３年生）質問紙結果」から、「家で自分で計画

を立てて勉強していますか」への回答で、「よくしている」「ときどきしている」の合計が、

全国 55.0％に対し本校は 45.2％と１割程度低い状況にあります。このことは、今年度に

限ったことではなく、例年の傾向です。 

定期考査の勉強が、「一夜漬けのテスト対策」「テスト前だけの勉強」「ワーク等を終わら

せることで精一杯」になっているのではないでしょうか。 

生成ＡＩの発展により、知識を覚えるだけの学力は、その価値が低下していっています。

今後は、自ら課題を見つけ、その解決方法を考え、実行していく力が、より大事になってい

きます。そのためにも、定期考査前のその場しのぎのテスト対策ではなく、毎日の主体的な

家庭学習の習慣づけがより重要となります。 

教科担当の教員も、単元テスト等によって、一単元もしくは複数単元ごとに子どもたち

の理解度、達成度を把握することができるため、その結果が、評価・評定の資料となるだけ

ではなく、授業改善の有効な資料として活用することができます。 

以上のような趣旨のもと、来年度、より「主体的・対話的で深い学び」を実現するために

定期考査を廃止し、単元（知識・技能、総合）テストや実技テストを効果的に実施します。 

なお、実力テストについては、１，２年生は年間３回から４回に増やし、３年生は今まで

と同様、年間６回実施して、入試等に対応できるようにしています。保護者の皆様のご理解

とご協力の程よろしくお願いいたします。 

「学びの転換」を進めます！ 

より「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、定期考査を廃止し、単元（知識・

技能、総合）テストや実技テストを効果的に実施します。 

２年生防災教育、今年も取り組みました‼ 

 咋年度から、２年生「総合的な学習の時間」の一環として、

防災教育を行っています。 

今年度も事前の学習を行った上で、３／１（金）に防災士の

方や八女市防災安全課の方を招き、HUG（避難所運営ゲーム）

を行いました。子どもたちは、自分たちが避難所の担当職員

となったときにどのような判断を迫られるか、自分事として

取り組んでいました。 

平成２４年の北部九州豪雨被害を忘れずに、「地域とともに

ある学校」をめざし、今後も防災教育を本校２年生の総合的

な学習の時間の核としたいと考えています。 


